








　Redefining the role of public housing. The site is Nakano housing. Redevelopment has been studied by 
durability problems, but it have not yet been over. Together in stages of individual populations, the entire 
community will be one.
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集合をつなぐ 
―中野住宅立替えに伴う周辺を含めた再開発計画―
CONNECT THE GATHERING − REDEVELOPMENT PLAN, INCLUDING THE PERIPHERAL ASSOCIATED 




























































す る 自 然 監 視 も 行 わ れ や す く な
る。
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　集合住宅は地域にとってはよそ者であり同じエリアに
住んでいるのに接点もなく生活する。地域とつながるた
めに低層部には商業施設や公共施設を配す。そこが核と
なって核共有構造をつくりだし、地域との接点も生まれ
る。また商業・公共施設が入る低層と住宅が入る高層と
の間に共有空間を配す。主に住宅層の住民が使用する
が、地域住民も利用可能となっている。敷地中央には大
きな空間をつくり、敷地内の通り抜け、祭り・イベント
などの誘発を狙う。建物の構成は中野のイメージに因っ
ている。
３−１．設計手法−地域とつながる
中野のイメージ：駅前の公共施設と商店街
大きな建物が点在し、小さな商店が密集している街。
住宅エリアも密集傾向。
アイソメトリック図
赤の破線は上下階の階段動線
　敷地はゆるやかな斜面になっており、常にのぼってい
る感覚を受ける。建物にも階段を多く配し、上下階、そ
して住戸までゆるやかにつながっており、建物全体が連
続してつながっている印象を与える。
　核共有構造は住宅層においても用いる。住宅層には各
階３個ほどの共有空間を配し、近隣住戸間でのやりとり
を誘発する。共有空間は吹き抜けと階段によって上下階
が連続し、共有空間を中心に上下左右がつながる。
３−２．設計手法−道でつながる
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　近隣コミュニティを生み出すひとつのきっかけは玄
関まわりへの個の表出にある。実際に下町や歴史的街
並ではこの表出が美しく現れているほど、近隣関係が
良好と言える。つまり住宅が開かれているのである。
ではその表出を発生させやすい住戸形態とはどのよう
なものであろうか？
　ここで「リビングアクセス」という例をあげる。リ
ビングアクセス型は、住戸の居間空間に玄関を直に接
するようにし、共用廊下や階段などの共用部に家族の
公室を開く間取りの考え方である。家族の公室は南面
させるのが一般的なので、共用廊下や階段は陽光にあ
ふれた気持の良い空間になり、近隣コミュニケーショ
ンを自然に誘発する舞台になる。
　共有領域が形成されると、よそ者はそこに入りにく
いと感じる。しかしそこの住民と知り合いとなった場
合は共有領域の排他性的な働きは弱まる。よそ者を選
択的に排除しており、これにより遮断と交流を適度に
調整しているのである。
　住民間のプライバシーについては、親しくなること
で、互いのプライバシーを尊重し合う生活上のルール
が自然に共有される。また、お互い様だからと許し合
う意識が生まれる。
　住生活においては、他人のプライバシーを尊重しよ
うという意図が住戸まわりに人が近づかないバブルを
自然に生み出す。高層住宅の廊下は、共有の場全体が
バブルに覆われてしまうと、皆が気軽に利用出来なく
なってしまう状態に陥りやすい。これを防ぐためには
窓と廊下の間に植え込みを設けたり、窓を一段高くす
るなどの工夫が大切になってくる。
　これまでの計画は、すべて既存の思想に因って形成したものである。にもかかわらず現在このような形態の集
合住宅はほとんど見られない。変化を恐れ市場主義の住宅しかつくっていない、とも言える。現在、住宅の供給
過多、立替期、人口減少と、淘汰が進んでいる。だからこそ住宅のあり方を問い直し、健全な住宅を供給して行
きたいと思う。本計画のように集合が連続し地域に開かれてゆく住宅を提案し、公共住宅に一石を投じたいと思
う。
３−３．設計手法−住戸がつながる
部屋の性格の図式化
この配置から、欲求を忠実に満たす
配置はリビングアクセス型であると
いうことが言える。
各棟住戸基本プラン
部屋の性格、共有領域、バブルに配慮して計画。
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